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スマ トラにおける人間の居住史において山

地ないし高地が重要な役割を果た してきたこ

とは間違いない｡北部および中部の主要民族

であるバタックや ミナンカバウの生活の中核

地帯は高地であった し,南スマ トラ州 やラン

ボン州を含む南部において もアブン系諸族の

揺藍の地は脊梁山脈中のスカラブラックとさ

れる｡実際,数多 くのヒンズー遺跡は脊梁山

脈中に残存 している｡諸民族の発展に応 じて

集落形成は本流および支流を含む川岸沿いに

行われたが,川か ら離れた台地および下流部

の低湿地は居住密度がきわめて低かったとい

える｡これ らの土地にもやはりかなり古 くか

ら居住 し続けるグループは存在 したが,相対

的な居住密度の低さと未利用地の多さの故に,

これ らの地域は最 も新 しい時代に本格的な開

発の対象になってい くのである｡

低湿地開発のための技術体系は山部の人々

に伝統的に用いられた ものが伝播 した場合と,

機械力を大幅に使用 した現代技術によるもの

とがある｡前者はコミュニテ ィあるいは小集

団 レベルの自主的な開発であり,後者は主 と

して政府 レベルの外島移民計画に開通 してい

る｡低地の開発はイラワジ,チャオプラヤ,

メコンなどの大陸部デルタでは19世紀に始ま

る現象であったか ら,スマ トラではずいぶん

遅れて実現されつつあるといえる｡これはボ

ルネオ島にも共通する現象であって,大随部

と異なり上 ･中流部に人口の蓄積を十分にも

たなかったことと,下流部が泥 というよりは

ピー トによっておおわれているという島峡部

の性格に規定されているのか もしれない｡

低地はいわゆるコミュニティレベルの水利

事業ではほとんど歯がたたない性格を もって

いる｡大陸部デルタの低地開発が政府あるい

は企業家による土木工事と急激な人口流入 と

をともなったことはよく知 られているが,タ

イ国のチャオプラヤデルタやマレーシア西海

岸の農村 コミュニティがきわめて枠の弱いも

のとなったのはおそらくこの事情と関係 して

いる｡ コミュニテ ィ結合の弱きはともすれば

コミュニテ ィレベルにおける水利事業の不必

要性か ら説明され易いのであるが, これは水

利 とコミュニティ結合 とを短絡させていると

いわねばな らない｡南スマ トラ州における伝

統的な低地居住の事例は,共同水利を欠 く稲

作 コミュニティの弱体性が一般的ではないこ

とを示す｡ここでは集落の形成は主 として分

村形成を契機として行われたのであるが, こ

のようなコミュニテ ィの重視は,国家ないし

植民地の統治ない し治安が十分に作用せぬ状

況を前提 として,住民の自衛のために不可欠

だ ったのである｡この原理は焼畑社会の発展

に連なるものであるが,実際に南スマ トラの

低湿地において伝統的に適用された耕作方法

自体 も焼 畑 の延 長上に位置づけられる｡南

スマ トラの伝統的な開発は,単純化すれば,

焼畑原理の拡大 と表現することが可能であろ

う｡いわゆる外島移民計画は上述の自主的開

発の原理に真 っ向か ら対立するものであって,

今世紀初頭に東南アジア大陸部デルタで生 じ

た現象に対応する側面を有 している｡

第 Ⅰ部ではこのような南スマ トラ開発史を

念亘削こおきつつ,その背景を構成する報告を

集録 した｡
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